
３６期アジェンダ活動報告 

（平成１５年１０月～平成１６年９月） 

１．削減目標達成状況 

■ 電気使用量 
３４期から３５期に掛けて照明のインバーター化を完了しました。導入による

削減見込みは２４、０００ｋｗｈでしたが、導入後の削減実績は、全体として

７４、０００ｋｗｈを達成しました。そして今期においては、その効果維持と

同時に、エアコン稼働時間コントロールによる電力量削減対策を講じました。 
今期の電力量削減量は前年比４,３１１ｋｗｈ、２％の削減であり、基準年度
比９４，４３４ｋｗｈ、２７％削減を達成しました。

単 位 :k w h

３ ２ 期 ３ ３ 期 ３ ４ 期 ３ ５ 期 ３ ６ 期
１ ０ 月 3 7 ,4 3 0 3 4 ,3 4 1 2 9 ,5 4 9 2 4 ,1 1 5 2 7 ,0 4 7
１ １ 月 2 5 ,0 2 5 2 1 ,0 8 7 2 0 ,0 4 6 1 7 ,0 3 7 1 4 ,3 3 0
１ ２ 月 2 1 ,0 6 0 1 9 ,3 6 9 1 8 ,6 8 6 1 7 ,2 7 4 1 5 ,1 1 3
１ 月 2 3 ,5 9 9 2 0 ,2 7 0 1 7 ,4 0 7 1 6 ,9 5 2 1 5 ,9 7 5
２ 月 2 2 ,5 8 5 2 0 ,6 8 4 1 8 ,1 5 5 1 7 ,2 9 1 1 6 ,3 1 4
３ 月 2 3 ,1 8 8 1 9 ,9 3 2 1 7 ,6 0 2 1 7 ,6 8 5 1 7 ,1 1 7
４ 月 2 5 ,8 2 4 2 1 ,5 8 0 1 8 ,2 3 4 1 8 ,0 7 2 1 8 ,9 7 6
５ 月 1 9 ,4 3 5 1 8 ,6 2 8 1 5 ,8 7 4 1 5 ,7 2 7 1 4 ,8 8 8
６ 月 2 2 ,3 4 6 2 6 ,3 0 4 1 6 ,6 5 1 1 9 ,2 0 6 1 5 ,0 0 4
７ 月 3 5 ,0 7 8 3 4 ,0 6 0 2 4 ,3 5 0 2 6 ,2 6 3 2 6 ,9 6 1
８ 月 4 1 ,4 3 5 4 8 ,0 2 3 3 9 ,8 5 0 3 0 ,1 0 0 3 5 ,0 2 0
９ 月 4 6 ,7 6 6 4 3 ,6 1 4 3 6 ,8 7 7 3 3 ,9 2 6 3 2 ,5 9 2
合 計 3 4 3 ,7 7 1 3 2 7 ,8 9 2 2 7 3 ,2 8 1 2 5 3 ,6 4 8 2 4 9 ,3 3 7
対 3 2 期 比 9 5 % 7 9 % 7 7 % 7 3 %
前 年 比 8 3 % 9 3 % 9 8 %
削 減 量 1 5 8 7 9 5 4 ,6 1 1 1 9 ,6 3 3 4 ,3 1 1

　 照 明 イ ン バ ー タ 化  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本社電気使用量年推移
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●アースコンシャスシステム 
エアコン稼働時間コントロールによ

る電力量削減策として採用した、ア

ースコンシャスシステムは、空

調機コンプレッサーを与えられ

た削減率のもと、停止させるマ

ルチコントローラーを取付け、

使用電力量を削減するシステム

です。６月に設置を完了し、夏

期に稼働しました。 
年間４０００ｋｗｈの低減効果

を見込んでいます。 
 
 
 
 
 

年度別電気使用量
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■コピー用紙購入量 
３６期用紙購入量は、１,６３１．５千枚であり、前期比４．５％、３２期比
２７％減を達成しました。省資源意識の高まり、電子化等も進み日常業務の中

に浸透したものと考えます。 

ＰＰＣ用紙購入量
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■ ガソリン・軽油使用量 
３６期軽油使用量は、２１，４３９㍑であり、前期比３０％減、ガソリン使

用量は、３６，９１２㍑であり、前期比２０％増となりました。これは、今期

中において２台、小型ガソリン低排出ガス車（営業；１、技術；１）への入れ

替えを実施したことに起因します。 
ガソリン車比率は、５６％、その内、低排出ガス車・低公害車導入比率は、

３３％に増加し、さらに小型化による燃費効率の向上も見られます。 

３２期 ３４期 ３５期 ３６期 ３２期 ３４期 ３５期 ３６期

年間使用量（㍑） 43,634 42,343 30,658 21439 11,939 23,005 30,631 36912

総走行距離(km） 626,315 618,912 455,202 298,875 125,341 263,604 406,106 505,708

台数 29 26 23 17 10 15 18 22

一台当km 21,597 23,804 19,791 17,581 12,534 17,574 22,561 22,987

一台当km/㍑ 14.4 14.6 14.8 13.9 10.5 11.5 13.3 13.7

軽　油 ガソリン

 

 
 
 
 



■ その他（一般廃棄物） 
今期においては、ゴミ分別の徹底を図り、焼却ゴミの再資源化率の向上を目

指してきました。 
排出量は２，１３９ｋｇで前期比４０％、再資源化量は７，８３０ｋｇで、

リサイクル率は７８．５％、前期比５．６％増を達成しました。 期末には、

ミックス古紙の回収を開始し、リサイクル率ＵＰに取り組みました。 
 
可燃ごみ排出量（平成１１年１０月から平成１６年９月）

３２期 ３３期 ３４期
廃棄
（ｋｇ）
廃棄
（ｋｇ）
廃棄
（ｋｇ）
廃棄
（ｋｇ）
再資源化
（ｋｇ）
再資源化
（％）
廃棄
（ｋｇ）
再資源化
（ｋｇ）
再資源化
（％）

半期計 4779 3061 2465 1556 2300 60% 1077 3760 77.7%

年間量 10876 6132 5004 3517 9460 73% 2139 7830 78.5%

３２期比 100.0% 56.4% 46.0% 32.3% 19.7%

３５期 ３６期
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２．二酸化炭素排出量 
３６期二酸化炭素排出量は、約２８９．４㌧で前期比１５．９㌧減、５％の削

減実績を達成しました。これは、基準年比３４．９㌧減、１０．８％の削減率

であり、数値目標を大幅に上回る実績となりました。 
その内訳は、電力使用に伴うものが、前期同様最も多く全体の３３．１％を占

めています。前期比２％減という実績は、照明インバーター化が、上半期にお

いて有効であったことと、夏期の猛暑という環境の変化の中で、稼働中の空調

機の効率的な制御（アースコンシャス）システムが、電力増加量を抑えた結果

だと思われます。 
車両燃料（ガソリン、軽油）に伴う排出量が前期比９，５６１kg-CO２減とな
り、走行に伴う排出は３１０kg-CO２増となりました。これは、燃料使用を減
らし走行距離を延ばしたということです。今期のテーマである「燃費効率向上」

が少なからず実践された効果だと思われます。 
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３６期二酸化炭素排出量の伸び 単位：ｋｇ-CO2

種類
３２期 割合

（％）
３５期 割合
（％）
３２期
比 ３６期

割合
（％）
前期
比
３２期
比

電気 132008 40.7% 97401 31.9% 73.8% 95745 33.1% 98% 72.5%

軽油 115386 35.6% 81072 26.6% 70.3% 56695 19.6% 70% 49.1%

ガソリン 28161 8.7% 72250 23.7% 256.6% 87066 30.1% 121% 309.2%

灯油 46265 14.3% 49600 16.2% 107.2% 44247 15.3% 89% 95.6%

ＬＰＧ 450 0.1% 538 0.2% 119.6% 0 0.0% 0% 0.0%

都市ガス 0 0.0% 1122 0.4% － 1999 0.7% 178% －

走行距離 2092 0.6% 3,342 1.1% 159.7% 3652 1.3% 109% 174.6%

合計 324362 100.0% 305325 100.0% 94.1% 289404 100.0% 95% 89.2%
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この計画は温室効果ガス排出について、エネルギー使用に伴うものをＣＯ２に

換算し、その排出量を削減するものです。計画期間は、平成１３年１０月～平

成１８年９月の５年間で、当社の目標値は、二酸化炭素総排出量を３０８㌧に

減らすことです。（５％削減です） 
 
前期において、基準年比（３２期）５．９％のＣＯ２削減実績を達成しました。

環境保全への関心が格段に高まり、この活動が通常業務と一体で進んでいる結

果として、目標数値を超えたものと考えます。今期においてもそのパフォーマ

ンスが、効果的、継続的に行われ、１０．８％削減という数値評価に繋がった

と思われます。 
 
金沢市では、地球温暖化対策を推進するために、地域ぐるみで取り組む行動

指針となる「金沢市省エネルギービジョン」を平成１６年２月に策定しました。

この中の温室効果ガス排出量の将来予測では、２０００年までの１０年間で１

９％増加しており、このまま何ら対策を講じないと２０１０年には３０％増加

することが懸念されております。このことは国における温暖化対策においても

同様で、京都議定書における達成目標に遠く及ばない評価となっております。

その意味でも、我が社における環境保全の取り組みは、一事業所として少なか

らず地域社会への貢献を自負するものです。 



別紙

取り組み経緯

２００４年

３６期

２００３年

３５期

２００２年

３４期

２００１年

五
ヶ
年
計
画

・ＣＯ削減10.8%

１２月
「かなざわエコ大
賞」奨励賞受賞

・ＣＯ２削減5.9%

・各支店の参加
・都市ガスの導入
・照明インバー
ター化完了

・ＣＯ２削減3.7%

・ノー残業デーの
制定
・盆休みの統一
１１月
アジェンダ推進
委員会開催
１０月～
実行計画スタート

７月
第１回ＥＭS委員
会開催
５月
温暖化防止実行
計画策定

　

　　全　般

・電力２８％減
 前期比 ２％減

・アースコンシ
ャスシステム
導入

・電力２６％減

７月～
都市ガスに切替
３月
インバータ完了

・電力２０％減

・ＯＡ機器の
グリーン購入

１１月
照明インバータ
ー化開始

  省エネ
　ルギー

・コピー紙削減
　　　　　２７％
前期比
　　４．５％減

・コピー紙削減
　　　　　２４％
前期比
　　　２％減

・コピー紙削減
　　　　　　２
２％
前期比
　　　１１％減

再生紙導入

　省資源

・焼却廃棄
前期比３９％減
再資源化７９％

８月
ｍｉｘ古紙リサイ
クル開始

・焼却廃棄
前期比３０％減
再資源化７３％

・焼却廃棄
前期比５４％

２月
古紙回収開始

　廃棄物
　抑　制

・低排出ガス車
　　　２台導入
　導入率３３％

・低排出ガス車
　　　５台導入

・低排出ガス車
　　　３台導入

・低公害車１台
　（天然ガス車）

 環　境
 汚　染

地球温暖化防止実行計画




